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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受光面側の透光性シート状部材と、裏面側のシート状部材との間に、複数の板状太陽電
池素子を挟み、内部の隙間に封止樹脂を充てんした構造であって、
　隣接する前記太陽電池素子を電気接続するための接続部材を備え、
　前記太陽電池素子上の前記接続部材の受光面側に、前記透光性シート状部材を通過して
入射する入射光を透光性シート状部材側に拡散して反射させ、当該透光性シート状部材側
で再度反射させて前記太陽電池素子の受光面に入射させるための光拡散部を有することを
特徴とする太陽電池モジュール。
【請求項２】
　前記光拡散部は、白色のシートであることを特徴とする請求項１記載の太陽電池モジュ
ール。
【請求項３】
　前記光拡散部は、表面に凹凸を有することを特徴とする請求項２記載の太陽電池モジュ
ール。
【請求項４】
　前記接続部材は、金属箔からなり、
　前記光拡散部は、前記接続部材の受光面を凹凸化して形成されていることを特徴とする
請求項３記載の太陽電池モジュール。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、太陽電池モジュールに関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来の太陽電池素子に関する構造が、特開平１０－９３１１７号に開示されている。この
太陽電池素子上の集電極においては、側面を傾斜面として、入射光を受光面に向けて反射
させている。よって、集電極は、太陽電池素子上の無効領域に配置されているが、この無
効領域に入射する光を、有効に利用している。
【０００３】
【特許文献１】
特開平１０－９３１１７号
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
上記従来の太陽電池素子において、傾斜面を備える集電極を形成することは、製造工程上
、使用材料上において、安価に製造することは、難しかった。
【０００５】
本発明は、上述のような問題点を解決するために成されたものであり、太陽電池素子の無
効領域に入射する光を、有効に利用する構造を、簡便に、安価に提供することを目的とす
る。
【０００６】
　本発明の構成は、受光面側の透光性シート状部材と、裏面側のシート状部材との間に、
複数の板状太陽電池素子を挟み、内部の隙間に封止樹脂を充てんした構造であって、隣接
する前記太陽電池素子を電気接続するための接続部材を備え、前記太陽電池素子上の前記
接続部材の受光面側に、前記透光性シート状部材を通過して入射する入射光を透光性シー
ト状部材側に拡散して反射させ、当該透光性シート状部材側で再度反射させて前記太陽電
池素子の受光面に入射させるための光拡散部を有することを特徴とする。
【０００７】
【発明の実施の形態】
以下に本発明の一実施例を、図１～４を用いて詳細に説明する。図において、図１は太陽
電池モジュールの斜視図、図２は、図１におけるＡ－Ａ線要部断面図である。図１におい
て、太陽電池モジュール１０は、略矩形の板状であって、受光面側にガラス等の透光性シ
ート状部材１２と、裏面側にフッ素系樹脂又PET系樹脂フィルム（厚さ約４０～５０μｍ
）等のシート状部材１３とを有している。
【０００８】
そして、透光性シート状部材１２と、シート状部材１３との間に、充てんされた透光性封
止樹脂１４により、平面視矩形状の複数の板状太陽電池素子１１が、互いに間隔をおいて
隣接して固定された状態で、配置されている。
【０００９】
そして、複数の太陽電池素子１１の封止方法、封止構造について、EVA（エチレンビニル
アセテート）等の加圧真空加熱前にシート状の封止樹脂１４を、透光性シート状部材１２
、太陽電池素子１１、シート状部材１３の間に配置した状態で、太陽電池パネル１０の表
面及び裏面より、加圧しながら真空加熱することで、封止樹脂１４が軟化して、内部の隙
間に封止樹脂１４が充てんされ、図２の構造が完成される。
【００１０】
次に、太陽電池素子１１としては、シリコン単結晶又は多結晶系の太陽電池が利用できる
。更には、本実施例においては、太陽電池素子１１を、表面及び裏面で発電することがで
きる両面発電型の構造として、表面側より透明導電膜／ｐ型非晶質半導体膜／ｉ型非晶質
半導体膜／ｎ型結晶系半導体基板／ｉ型非晶質半導体膜／ｎ型非晶質半導体膜／透明導電
膜からなるものを利用している。
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【００１１】
そして、このような太陽電池素子１１においては、少なくとも表面側の透明導電膜／ｐ型
非晶質半導体膜／ｉ型非晶質半導体膜の積層構造が、ｎ型結晶系半導体基板の外周の全周
において、一定距離だけ内側に設けられている。これは、このような表面側の積層構造と
、裏面側のｉ型非晶質半導体膜／ｎ型非晶質半導体膜／透明導電膜の積層構造とが、製造
工程途中、ｎ型結晶系半導体基板の側面に回り込んで付着し、接触して短絡状態となるこ
とを防止するために、上記受光面側の積層構造の面積を小面積としている。従って、太陽
電池素子１１の受光面側の外周には、発電に寄与しない外周無効領域I（図３参照）が位
置することになる。
【００１２】
また、太陽電池素子１１の受光面、裏面において、銀ペースト等からなる集電極１０が配
置される。太陽電池素子１１の裏面側から見た平面図は、表面側から見た平面図（＝図３
）と同一につき、図示していない。
【００１３】
図に示すように、集電極１０は、側辺と平行に延びる２本のバス電極部１５（幅約２ｍｍ
）と、このバス電極部１５より直交して延びる複数のフィンガー電極部１２（幅約５０μ
ｍ、間隔約２～３ｍｍ）とからなる。そして、このような集電極１０下においては、発電
に寄与しない無効領域が位置することになる。
【００１４】
図１において、隣接する太陽電池素子１１は、細長い金属箔、例えば、銅箔に半田をディ
ップしたものである接続部材２０により電気接続されている。詳細には、接続部材２０の
一端側を、太陽電池素子１１の集電極１０のバス電極部１５上に、半田層(図示せず）を
介して接続し、接続部材の他端側を、相互接続する他の太陽電池素子１１の裏面側の集電
極のバス電極部上に、半田層（図示せず）を介して接続している。
【００１５】
次に、本実施例の特徴点である光拡散部４０について、説明する。図３に示すように、太
陽電池素子１１の外周に位置する外周無効領域I上において、具体的には、角部がすみ取
りされているコーナー部付近の無効領域I上に、光拡散部４０が設置されている。また、
無効領域にある集電極１０のバス電極部１５上に接続された接続部材２０上にも、光拡散
部４０が設置されている。
【００１６】
光拡散部４０としては、PEP（ポリエチレンテレフタレート）、PVF（ポリフッ化ビニル）
等の白色の絶縁性樹脂シートを、無効領域の寸法に合わせ切断して、利用される。そして
、このような絶縁性樹脂シートにおいて、白色として、受光面側を凹凸化することで、入
射光を拡散して反射している。なお、光拡散部４０は、凹凸化処理のない白色のシートで
あっても良い。また、光拡散部４０は、表面が凹凸化した反射率の高い材料、例えば、ア
ルミ等の材料でもよい。なお、このような金属材料である光拡散部４０を、外周無効領域
Ｉ上に配置する場合は、太陽電池素子１１との電気的導通を避けるため、太陽電池素子１
１と光拡散部４０との間に絶縁材料を介在させることが望ましい。図４に示すように、反
射された光（図４において、主要な光路を矢印で示す）は、受光面側の透光性シート状部
材１２と封止樹脂１４との界面、透光性シート状部材１２と空気との界面により、反射さ
れ、太陽電池素子１１の受光面に入射し、太陽電池素子１１及び太陽電池モジュール１０
の出力特性を向上させている。また、外周無効領域Ｉ上に配置される光拡散部４０におい
ても、同様に、入射光を拡散して反射し、出力特性を向上させている。
【００１７】
また、上述のような光拡散部４０に代わって、金属箔からなる接続部材２０の受光面を、
凹凸化して光拡散部しても良い。
【００１８】
なお、本実施例の太陽電池モジュールは、その外周に、アルミ等の金属材料からなる外枠
を設けて、屋根、傾斜面、建物の外壁等に取り付けることができる。また、太陽電池モジ
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。
【００１９】
【発明の効果】
　本発明においては、太陽電池素子上の接続部材の受光面側に、光拡散部を配置している
ので、反射された光が、受光面側の透光性シート状部材と封止樹脂との界面、受光面側の
透光性シート状部材と外気との界面等で、再度反射され、太陽電池素子の受光面に入射す
るので、特性が向上し、無効領域上の入射光を有効に利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例を示す斜視図である。
【図２】図１のＡ－Ａ線断面図である。
【図３】本発明の電気接続された太陽電池素子を示す要部平面図である。
【図４】図３のB－B線の断面に相当する本発明の一実施例の断面図である。
【符号の説明】
１０　太陽電池モジュール
１１　太陽電池素子
１２　受光面側の透光性シート状部材
１３　裏面側のシート状部材
１４　封止樹脂
４０　光拡散部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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